
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

到達目標
D

実践的なシナリ オにおける
著作権法の適用において高
度な技能を 示す。

実践的なシナリ オにおける
著作権法の応用に非常に熟
練。

実践的なシナリ オでの著作
権法の適用に熟練し てい
る 。

基本的なシナリ オで著作権
法を 適用する 能力がある 。

ふつう あと 少し

著作権の原則を 深く 理解
し 、 多様な状況で説明可
能。

著作権の基本原則を 理解
し 、 簡単な例で説明可能。

著作権の基本概念を 認識し
ている が、 深い理解には至
ら ず。

著作権侵害の複雑な事例を
正確に識別し 、 影響を 詳
述。

一般的な著作権侵害の事例
を 識別し 、 その影響を 理
解。

著作権侵害の一部の例を 識
別でき る が、 全体的な理解
が不足。

優れている よ い

到達目標
A

著作権の全領域にわたる 深
い知識と 理解を 持つ。

著作権の原則を 完全に理解
し 、 専門的な議論が可能。

あら ゆる 著作権侵害を 識別
し 、 高度な法的知識を 適
用。

著作権侵害の複雑なケース
を 容易に識別し 、 法的側面
を 詳解。

到達目標
B

到達目標
C

ラ イ セン スと 契約に関する
専門的な知識を 活用し 、 複
雑な状況を 解決。

ラ イ セン スと 契約に関する
高度な知識を 持ち 、 専門的
な応用が可能。

ラ イ セン ス取得と 契約の詳
細を 把握し 、 様々な状況に
適用。

科目名 ミ ュ ージッ ク リ テラ シー２ 年度 2025

Musi c Li t er acy-2 学期 後期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・ 学年 コ ンサート ・ イ ベント 科 １ 年次 必／選 必 時間数 30

担当教員 原一博 教員の実務経験 有 実務経験の職種 法務関連

【 科目の目的】

基本的にはコ ン サート 制作に関する 知識の習得を 主と し ている コ ン サート ・ イ ベン ト 科の学生に、 著作権法の基本的な概要や、 音楽業界にお
ける 音楽著作権ビ ジネスの仕組みや実務内容、 様々な職種の存在や現状のマーケッ ト 状況を 理解し て貰い、 就職までに幅広い視野で自ら の将
来像を イ メ ージし 易く する 事を 目的と し ている 。 業界における ビ ジネスの流れを 理解する こ と によ り 、 就職活動において仕事選びを 円滑に進
める こ と ができ る よ う になる 。 また実例を 提示し た講義展開を する こ と によ り 、 よ り 実践的な内容を 提供でき る 。 スタ ッ フ と し て守る べき 事
柄を 理解する こ と で、 よ り 現場で求めら れる 社会人と なれる よ う 、 今の現場で起き ている 実際の事象を 紹介し ながら 講義を 行っ ていく 。

【 科目の概要】

音楽業界、 音楽に関連し た職業に就く ための知識の幅を 広く 学習し ます。 アーティ スト と と も に仕事を するう えで、 音楽コ ンテ
ンツ作成の流れやアーティ スト の仕事の流れの理解を 目的と し ます。

【 到達目標】

音楽ビジネスにおける様々な業界・ 職業の存在と その役割、 それぞれの関係性を 把握するこ と 、 自身の考えを 表現し たり 、 他者
の意見から 学ぶコ ミ ュ ニケーショ ン力を 身につけるこ と を 目標と し ている。 と 同時に、 音楽業界における様々な職種の、 いずれ
に進むこ と になっ ても 、 その他の職種への理解と リ スペク ト を 持つこ と ができ るよう になるこ と を 目標と する。

【 授業の注意点】

授業開始時に着席し 、 空欄のノ ート と シャ ープペンの芯が出て、 すぐ 書ける状態でスタ ンバイ を し ておく 。 音楽を はじ めと し て
エンタ テイ ンメ ント は社会から 生まれるも のであるこ と から 、 世の中の動き などを 知るための努力、 授業だけではカ バーでき な
いエリ アなどは、 各自義務感ではなく 好奇心と し て捉える癖を つける。 他人の意見を 否定せず、 いっ たん自分に取り 込んで決定
する癖を 付けていく 。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レ ベル５ レ ベル４ レ ベル３ レ ベル2 レ ベル１

要努力

実践的な応用が初歩的で、
具体的なシナリ オへの適用
に困難。

到達目標
E

ラ イ セン ス取得と 契約の基
本を 理解し 、 簡単な応用が
可能。

ラ イ セン スの基礎知識があ
る が、 実際の応用には不安
定。

最新動向について基本的な
知識がある が、 詳細な理解
には不足。

【 教科書】

毎回レ ジュ メ ・ 資料を 配布する。 参考書・ 参考資料等は、 授業中に指示する。

【 参考資料】

【 成績の評価方法・ 評価基準】

＊試験と 課題を 総合的に評価する。
＊積極的な授業参加度、 授業態度によっ て評価する。

国際的な著作権法と 最新動
向に関し て、 専門家レ ベル
の深い知識と 理解を 持つ。

最新動向と 国際的な著作権
法に関する 専門的な知識が
豊富。

国際的な著作権法と 最新動
向について深い理解を 持
つ。

国際的な視点と 最新動向に
ついての一般的な知識があ
る 。



回数
評価
方法

自己
評価

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

自己評価： S： と ても よ く でき た、 A： よ く でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

3
前回の具体的な
事案に関する

Q&A

実際の事例を 通じ た
著作権理解の深化

4

科目名 ミ ュ ージッ ク リ テラ シー２

2
著作物にはどん
な種類がある？

著作者にはどん
な権利がある？

著作者の権利の全体
像の把握

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得する スキル

1
自己紹介/著作
権と は何か？

講師と 学生の自己紹
介、 著作権の基礎理

解
著作権の定義

著作権の歴史

2025

Musi c Li t er acy-2 学期 後期

授業内容

自己紹介

1質問を 通じ た理解の深化

音楽作品 音楽作品の著作権に特化し た理解

事例紹介 具体的事例から の学び

1質問を 通じ た理解の深化

著作物の種類と 特徴
の理解

文学作品 各種著作物の特徴の理解

美術作品 美術作品の著作権の理解

1

1

前回の具体的な
事案に関する

Q&A

実際の事例を 通じ た
著作権理解の深化

パロ ディ の法的基準の理解

研究目的での使用における 条件の理解

私的使用の範囲の明確化

5

例外規定

隣接権の定義

年度

6
著作権の保護期

間と は？
著作権の保護期間の

理解

7
著作隣接権と

は？
著作隣接権の基本的

な理解

事例分析能力の向上

国際著作権法の基本原則の理解

8
前回の具体的な
事案に関する

Q&A

実際の事例を 通じ た
著作権理解の深化

具体的事例から の学び事例紹介

学生から の質問への返答

事例分析

1

1

1

1

内容総括

外国著作物保護の仕組みの理解

国際的な著作権問題の認識

引用に関する 基本ルールの理解

適用法

引用

教育目的

時事ニュ ース利用の条件の理解

障害者向け利用の法的枠組みの理解

教育目的での使用に関する 理解

非営利無償無報酬での使用に関する 理解

私的使用

国際条約

外国著作物

侵害の種類

14

外国の著作物の
保護は？Q&A

国際的な著作権保護
の枠組みの理解

法的対応

損害賠償

9

10
著作物が自由に
使える場合は？

①

著作権の制約と 例外
の基本理解

11
著作物が自由に
使える場合は？

②

著作権の例外の深い
理解

12
著作物が自由に
使える場合は？

③

著作権の例外の詳細
な理解

13
著作物を 無断で

使う と ？Q&A
著作権侵害の結果と

対応の理解

非営利無償無報酬

パロ ディ

研究目的

時事ニュ ース

障害者向け

その他例外

半年間の総括
半年間の学習内容の
総括と 理解の確認

学生から の質問への返答

テスト 範囲確認

重点項目

模擬問題

重要ポイ ン ト の復習

学習内容の理解度の確認

テスト 範囲の明確化

重要ポイ ン ト

1重点項目の徹底理解

模擬問題を 通じ た実践力の強化

その他の例外規定の把握

著作権侵害の具体的な事例の理解

法的対応手段の把握

損害賠償の基準の理解

半年間の学習内容の再確認

1

1

15
定期テスト 対策

回
定期テスト の準備と

復習

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマン ス評価、 3. その他

権利の範囲の明確化

権利侵害の事例理解

具体的事例から の学び

事例分析

保護期間の定義

講師と 学生相互の理解

1著作権の基本概念の理解

著作権の歴史的背景の把握

学生から の質問への返答

事例分析

著作者の権利

権利の範囲

権利侵害

事例紹介

学生から の質問への返答 質問を 通じ た理解の深化

1保護対象

権利内容

期間の計算

事例分析能力の向上

著作者権の基本理解

1

保護さ れる 対象の理解

隣接権者の権利の理解

1

保護期間の基本原則の理解

保護期間の計算方法の習得

例外規定の理解

隣接権の概念の把握

事例分析能力の向上


	ミュージックリテラシー２

